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●
出
席
者
●
乾
俊
雄
浦
野
真
彦
、
脈
崎
弘
、
高
坂
研
、
’
五
千
円
湯
雌
恵
子
’
五
千
円
山
下
雅

埼
玉
橋
本
孝
治
、
湯
川
恵
子
、
湯
川
博
士
酒
井
弘
格
、
塩
田
洋
、
城
村
聡
、
千
葉
学
、
博
’
千
円

千
葉
栗
山
義
史
、
駒
場
和
男
、
摩
利
支
天
森
信
雄
、
野
田
達
志
、
浜
田
博
、
林
泰
伸
、
●
賞
品
提
供
●

東
京
井
上
裕
、
井
上
弘
之
、
大
橋
健
司
、
平
岡
敏
夫
、
弘
光
弘
、
保
坂
勝
吾
、
水
上
秋
葉
原
ラ
ジ
オ
会
館
、
将
棋
天
国
社
、
詰

岡
本
真
一
郎
、
門
脇
芳
雄
、
金
子
清
志
、
仁
、
村
山
聖
、
守
屋
良
介
、
柳
原
裕
司
、
将
棋
研
究
会
、
近
代
将
棋
社
、
東
京
詰
将
棋

川
清
雄
、
久
津
間
正
勝
、
清
水
英
幸
、
角
大
和
敏
雄
、
若
島
正
工
房
、
内
藤
国
雄
、
藤
井
国
夫

建
逸
、
相
馬
康
幸
、
富
樫
昌
利
、
藤
井
国
兵
庫
淡
路
仁
茂
、
伊
藤
正
、
宇
佐
見
正
、
（
以
上
、
敬
称
略
）

夫
、
森
田
正
司
山
崎
泰
史
、
山
村
浩
太
葬
副
涌
谷
灘
華
繊
耐
詰
嘩
売
吋
》
▼
第
一
部
前
半

郎
、
湯
村
光
造
、
吉
橋
和
夫

神
奈
川
馬
詰
恒
司
、
江
口
恭
一
、
鈴
木
龍
国
雄
、
中
嶋
弘
、
平
井
康
雄
、
前
垣
良
行
、
全
日
本
詰
将
棋
連
盟
の
全
国
大
会
も
今
回

晴
、
宮
地
寛
、
柳
田
明
、
山
下
雅
博
前
田
裕
昭
、
安
平
昭
二
、
山
腰
雅
人
で
七
回
目
。
第
五
回
名
古
屋
、
第
六
回
東
京

山
梨
柴
田
三
津
雄
奈
良
岩
本
修
、
岡
田
敏
・
・
…
・
と
続
け
ば
第
七
回
は
大
阪
で
決
ま
り
で

新
潟
吉
田
直
嗣
和
歌
山
神
崎
健
二
あ
る
。
５
月
４
日
、
会
場
の
山
西
福
祉
記
念

愛
知
関
呑
舟
、
成
田
忠
雄
、
橋
本
守
正
、
島
根
高
見
秀
夫
会
館
に
は
、
ぴ
っ
た
り
百
人
が
参
加
し
た
。

堀
内
真
、
山
田
剛
広
島
広
中
亮
一
、
山
本
善
章
前
回
の
百
十
一
人
に
は
及
ば
な
か
っ
た
も
の

三
重
坂
口
敏
昭
、
清
水
一
男
、
須
藤
大
輔
、
福
岡
中
岡
清
孝
、
西
田
弘
、
八
尋
久
晴
の
、
大
盛
会
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

田
原
宏
●
寄
付
金
●
第
一
部
の
司
会
は
安
平
昭
二
氏
。
簡
単
な

京
都
池
田
秀
三
、
上
田
吉
一
、
太
田
慎
一
、
秋
葉
原
ラ
ジ
オ
会
館
’
五
万
円
、
将
棋
天
開
会
挨
拶
の
あ
と
、
森
田
正
司
氏
か
ら
、
前

川
ノ
上
帆
、
菊
田
裕
司
、
田
代
達
生
、
平
国
社
’
三
万
円
、
創
棋
会
’
二
万
円
、
鶴
田
日
に
再
結
成
さ
れ
た
全
詰
連
の
経
過
が
報
告

田
正
、
穂
上
武
史
、
山
田
康
平
、
山
田
嘉
寿
美
子
’
二
万
円
、
岡
田
敏
’
一
万
四
千
五
さ
れ
会
場
で
承
認
さ
れ
た
。
全
詰
連
は
、
詰

一
則
百
円
、
門
脇
芳
雄
’
一
万
円
、
二
上
達
也
Ｉ
将
棋
の
普
及
と
詰
パ
ラ
の
支
援
が
主
な
目
的

顎
大
阪
明
石
六
郎
、
池
崎
和
記
、
伊
藤
純
男
、
一
万
円
、
柴
田
昭
彦
’
五
千
円
、
八
尋
久
晴
だ
が
、
会
長
に
就
任
し
た
岡
田
敏
氏
は
「
も
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（
一
力
の
と
こ
ろ
全
詰
連
の
運
営
資
金
は
ゼ
ロ
。
な
陸
と
言
わ
れ
る
こ
と
も
あ
る
が
そ
ん
な
て
お
り
、
詰
バ
ラ
の
存
在
も
知
っ
て
い
た
と

お
知
恵
を
借
り
た
と
と
参
加
者
に
呼
び
か
こ
と
は
な
い
。
必
ず
終
盤
が
強
く
な
る
」
と
か
。
「
将
棋
の
格
言
が
落
語
に
も
生
か
さ
れ

け
た
。
力
説
。
て
い
る
」
と
、
い
く
つ
か
の
例
を
紹
介
し
て

続
い
て
参
加
者
紹
介
。
本
来
な
ら
一
人
ひ
淡
路
八
段
は
隠
れ
た
詰
棋
フ
ァ
ン
で
詰
パ
く
れ
た
。

と
り
自
己
紹
介
を
し
て
行
く
の
だ
が
、
今
回
ラ
の
作
品
は
毎
月
、
全
題
解
い
て
い
る
と
か
。
こ
の
あ
と
、
明
石
六
郎
氏
か
ら
「
詰
将
棋

は
催
し
だ
く
さ
ん
で
時
間
の
都
合
が
つ
か
な
と
き
ど
き
、
不
詰
作
品
が
混
ざ
っ
て
い
る
が
パ
ズ
ル
」
の
説
明
が
さ
れ
た
。
こ
れ
は
玉
位

い
。
あ
ら
か
じ
め
参
加
者
に
は
「
参
加
者
ヵ
「
と
こ
と
ん
手
を
読
む
か
ら
わ
れ
わ
れ
に
は
置
に
よ
る
尻
と
り
遊
び
で
、
皿
玉
の
図
か
ら

Ｉ
ド
」
に
簡
単
な
自
己
紹
介
を
書
い
て
も
ら
棋
力
向
上
に
つ
な
が
る
」
と
、
不
詰
作
品
の
解
き
始
め
る
。
詰
め
上
が
り
が
喝
玉
な
ら
、

っ
て
い
る
。
こ
れ
を
読
み
あ
げ
る
、
と
い
う
意
外
な
効
用
を
話
し
た
。
こ
ん
ど
は
初
形
過
玉
の
作
品
を
解
く
、
と
い

方
法
で
あ
る
。
た
だ
し
、
ど
う
し
て
も
自
分
神
吉
五
段
も
十
数
年
前
か
ら
の
詰
パ
ラ
会
う
も
の
。
弱
の
都
で
玉
が
詰
め
ば
完
成
で
あ

で
発
言
し
た
い
と
い
う
方
に
は
、
マ
イ
ク
を
貝
で
一
度
だ
け
解
答
応
募
を
し
た
こ
と
が
あ
る
。

握
っ
て
も
ら
っ
た
。

百
人
の
参
加
者
に
は
プ
ロ
棋
士
も
交
ぎ
。
蕊
「
湾
綜
漣
躍
寵
謁
邦
▼
第
一
部
後
半

て
い
る
。
内
藤
九
段
、
淡
路
八
段
、
浦
野
六
で
、
も
う
解
答
す
る
気
が
起
き
な
か
っ
た
」
。
後
半
は
場
所
を
変
え
て
「
将
棋
詰
将
棋
祭

段
、
森
信
五
段
、
神
吉
五
段
、
神
崎
五
段
、
神
吉
五
段
と
い
え
ば
衛
星
放
送
の
「
囲
碁
り
」
。
一
般
の
将
棋
祭
り
の
よ
う
に
、
一
つ

村
山
五
段
の
七
名
だ
。
詰
将
棋
の
会
に
プ
ロ
・
将
棋
ウ
イ
ー
ク
リ
ー
」
で
お
馴
染
み
。
実
の
会
場
で
た
く
さ
ん
の
催
し
を
並
行
す
る
。

棋
士
が
多
数
集
ま
る
の
が
、
関
西
の
大
き
な
は
神
吉
五
段
を
通
し
て
Ｎ
Ｈ
Ｋ
に
取
材
の
申
手
前
で
は
、
も
う
一
人
の
ゲ
ス
ト
・
鹿
野

特
徴
で
あ
る
。
プ
ロ
棋
士
は
招
待
の
予
定
だ
し
込
み
を
し
た
の
だ
が
遅
す
ぎ
た
。
も
つ
と
圭
生
女
流
一
級
に
よ
る
席
上
対
局
。
対
戦
相

っ
た
が
、
ど
の
先
生
も
．
般
の
参
加
者
と
早
く
気
づ
い
て
い
れ
ば
…
…
。
手
は
参
加
者
か
ら
募
集
し
、
橋
本
孝
治
氏
と

同
じ
で
す
か
ら
」
と
、
会
費
を
払
っ
て
来
て
ゲ
ス
ト
の
桂
九
雀
氏
は
寄
席
、
テ
レ
ビ
な
決
ま
っ
た
。
手
合
い
は
角
落
ち
。
解
説
は
森

く
れ
た
の
に
は
恐
縮
し
た
。
ど
で
活
躍
し
て
い
る
落
語
家
で
、
桂
枝
雀
氏
信
雄
五
段
で
聞
き
手
は
桂
九
雀
氏
。
棋
譜
読

内
藤
九
段
は
「
詰
将
棋
は
実
戦
に
役
立
た
の
弟
子
。
高
校
時
代
に
は
将
棋
部
に
所
属
し
み
上
げ
と
記
録
は
京
大
将
棋
部
の
菊
田
裕
司
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君
と
山
田
康
平
君
か
務
め
た
。
実
戦
は
下
手

の
橋
本
氏
が
中
盤
で
金
銀
両
取
り
の
桂
打
ち

を
決
め
て
快
勝
し
た
。

中
央
で
は
浦
野
六
段
と
神
崎
五
段
に
よ
る

指
導
対
局
が
行
わ
れ
た
。

奥
で
は
詰
将
棋
研
究
会
に
よ
る
「
短
編
詰

将
棋
早
解
き
コ
ン
テ
ス
ト
」
（
出
題
は
中
日

ス
ポ
ー
ツ
昭
和
銘
年
１
月
か
ら
５
月
ま
で
に

掲
載
さ
れ
た
中
田
章
道
五
段
の
作
品
）
。
副

題
を
一
時
間
で
ど
れ
だ
け
解
け
る
か
、
を
競

う
。
腕
自
慢
の
Ⅳ
人
が
挑
戦
し
た
。

会
場
の
外
で
は
棋
書
販
売
が
行
わ
れ
て
い

る
。
飛
ぶ
よ
う
に
売
れ
た
の
が
、
清
水
英
幸

氏
の
「
読
む
将
棋
パ
ラ
ダ
イ
ス
」
（
百
円
）
・

詰
パ
ラ
を
パ
ロ
デ
ィ
化
し
た
小
冊
子
だ
。
帥

部
を
完
売
し
た
か
ら
す
ご
い
。

▼
第
二
部
パ
ー
テ
ィ

第
二
部
は
立
食
パ
ー
テ
ィ
で
司
会
は
水
上

仁
氏
。
ゲ
ス
ト
に
は
歌
手
の
難
波
洋
子
さ
ん

と
ピ
ア
ニ
ス
ト
の
脇
郁
子
さ
ん
を
迎
え
た
。

詰
将
棋
と
音
楽
を
取
り
合
わ
せ
た
パ
ー
テ
ィ

は
明
石
氏
の
案
出
に
よ
る
も
の
で
》
こ
の
世
ツ
メ
キ
ス
ト
に
心
ご
く
簡
単
な
も
の
。
一
般

界
で
は
斬
新
な
企
画
だ
と
い
え
る
。
常
識
で
「
昨
年
の
ド
ー
ム
で
の
巨
人
・
阪
神

難
波
さ
ん
は
オ
ペ
ラ
歌
曲
が
専
門
だ
が
、
戦
は
ど
っ
ち
が
勝
っ
た
？
」
と
い
う
問
題
が

シ
ャ
ン
ソ
ン
他
の
レ
パ
ー
ト
リ
ー
も
広
い
。
出
た
が
、
わ
れ
わ
れ
に
は
こ
ち
ら
の
方
が
難

詰
将
棋
は
３
手
詰
く
ら
い
な
ら
解
け
る
そ
う
し
い
。

だ
。
脇
さ
ん
は
ク
ラ
シ
ッ
ク
、
ジ
ャ
ズ
を
中
さ
ら
に
懸
賞
問
題
の
結
果
と
賞
品
の
抽
選

心
に
ピ
ア
ノ
ソ
ロ
の
ラ
イ
ブ
演
奏
で
活
躍
し
が
行
わ
れ
た
。

て
い
る
。
内
藤
九
段
の
詰
将
棋
に
は
四
人
か
ら
応
募

参
加
者
か
ら
は
「
こ
ん
な
に
豪
華
に
し
て
が
あ
り
Ⅳ
人
が
正
解
。
「
誤
解
者
は
若
島
正

大
丈
夫
で
す
か
」
「
こ
れ
で
五
千
円
は
安
い
。
他
一
名
」
に
場
内
は
爆
笑
。
珍
し
い
こ
と
も

一
万
円
ぐ
ら
い
の
パ
ー
テ
ィ
だ
よ
」
な
ど
の
あ
る
も
の
だ
。
な
お
、
こ
の
詰
将
棋
は
来
月

声
が
出
た
ほ
ど
で
、
十
分
に
満
足
し
て
い
た
号
の
大
学
に
出
題
さ
れ
る
の
で
、
皆
さ
ん
も

だ
け
た
よ
う
で
あ
る
。
第
二
部
の
方
は
、
大
挑
戦
し
て
い
た
だ
き
た
い
。
（
よ
っ
て
会
場

会
運
営
の
中
心
と
な
っ
た
明
石
・
水
上
両
氏
で
は
正
解
を
発
表
し
て
い
な
い
）

の
手
腕
が
い
か
ん
な
く
発
揮
さ
れ
て
い
る
。
詰
将
棋
パ
ズ
ル
は
応
募
銘
人
で
正
解
は
銅

途
中
、
水
上
氏
か
ら
ク
イ
ズ
の
出
題
が
あ
人
、
藤
井
国
夫
氏
の
必
至
問
題
は
応
募
廻
入

っ
た
。
詰
将
棋
・
将
棋
・
一
般
常
識
の
三
部
で
正
解
は
、
名
だ
っ
た
。

門
に
分
か
れ
て
お
り
、
挑
戦
者
は
ど
れ
を
選
早
解
き
コ
ン
テ
ス
ト
は
、
伊
藤
正
氏
が
妬

ん
で
も
よ
い
。
詰
将
棋
は
「
い
わ
ゆ
る
〃
変
題
正
解
で
ト
ッ
プ
。
腕
は
ま
だ
ま
だ
衰
え
て

長
〃
と
は
？
①
変
化
長
手
数
②
変
ホ
短
調
」
い
な
い
よ
う
で
、
ぜ
ひ
復
活
し
て
ほ
し
い
作

「
次
の
作
家
の
う
ち
ペ
ン
ネ
ー
ム
は
？
①
家
で
あ
る
。
２
位
は
成
田
忠
雄
氏
（
無
題
）
、

柳
原
裕
司
②
上
田
吉
一
③
明
石
六
郎
」
な
ど
、
３
位
は
山
崎
泰
史
君
（
如
題
）
。
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５
月
４
日
に
大
阪
で
開
か
れ
た
第
七
回
全

国
大
会
に
お
い
て
全
日
本
詰
将
棋
連
盟
（
略

称
Ｉ
全
詰
連
）
の
機
構
改
革
が
な
さ
れ
た
。

そ
も
そ
も
、
全
詰
連
が
結
成
さ
れ
た
の
は
訓

年
も
前
の
こ
と
で
あ
り
、
鶴
田
主
幹
亡
き
あ

と
は
有
名
無
実
化
し
て
い
た
の
で
、
最
近
の

詰
パ
ラ
読
者
の
中
に
は
そ
の
存
在
す
ら
認
識

し
て
い
な
い
方
が
多
い
の
で
は
な
い
か
と
思

わ
れ
る
。

そ
こ
で
、
今
回
の
再
発
足
に
あ
た
り
、
改

め
て
全
詰
連
の
歴
史
を
振
り
か
え
っ
て
、
そ

の
役
割
を
見
直
し
て
み
た
い
。

一
、
全
詰
連
の
結
成

全
国
の
同
好
の
士
の
大
同
団
結
を
目
指
し

て
、
鶴
田
諸
兄
氏
が
全
詰
連
を
結
成
し
た
の

固
園
固
回
圃
囲
園

は
昭
和
解
年
の
こ
と
で
あ
る
。
ま
ず
３
月
４

日
に
名
古
屋
市
公
会
堂
に
記
名
の
同
志
が
集

ま
っ
て
本
部
の
旗
上
げ
が
な
さ
れ
た
の
を
皮

切
り
に
、
娼
日
に
は
大
阪
府
立
労
働
会
館
に

師
名
が
出
席
し
て
関
西
支
部
が
、
ま
た
４
月

１
日
に
は
東
京
・
後
楽
園
「
滴
徳
亭
」
に
銘

名
が
参
加
し
て
関
東
支
部
が
結
成
さ
れ
た
。

本
部
責
任
者
は
詰
パ
ラ
編
集
主
幹
が
、
ま
た

関
西
支
部
長
は
西
村
英
二
氏
、
関
東
支
部
長

に
は
小
林
豊
氏
が
就
任
さ
れ
、
こ
れ
で
「
詰

将
棋
パ
ラ
ダ
イ
ス
」
の
全
国
的
な
支
援
組
織

が
で
き
上
が
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
れ
を
機
に
、
詰
バ
ラ
は
同
年
７
月
号
か

ら
全
詰
連
の
機
関
誌
と
位
置
づ
け
ら
れ
、
読

者
は
す
べ
て
全
詰
連
の
会
員
と
さ
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
。
ま
た
、
全
詰
連
の
主
要
な
事
業

森田正百

と
し
て
古
図
式
全
書
（
全
哩
巻
）
や
数
々

の
個
人
作
品
集
な
ど
の
詰
棋
書
が
、
そ
の
後

続
々
と
刊
行
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
①
詰
将
棋
規
約
委
員
会
（
綿
貫

英
助
委
員
長
）
、
②
著
作
権
委
員
会
（
佐
々

木
秀
雄
顧
問
弁
護
士
）
、
③
段
級
位
認
定
委

員
会
（
委
員
Ｉ
工
藤
紀
良
・
富
沢
尊
儀
・
藤

倉
満
）
を
は
じ
め
、
④
詰
将
棋
検
討
委
員
会

（
投
稿
作
の
検
討
陣
）
、
⑤
作
家
委
員
会
（
新

聞
雑
誌
へ
の
作
品
斡
旋
）
と
い
う
五
つ
の
分

科
委
員
会
が
設
け
ら
れ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
活

動
が
開
始
さ
れ
た
。

ま
た
、
全
国
大
会
を
は
じ
め
、
詰
棋
人
の

集
い
が
、
次
の
よ
う
に
東
名
阪
を
中
心
と
し

て
頻
繁
に
催
さ
れ
、
同
志
の
交
流
が
盛
ん
に

な
っ
た
の
で
あ
る
。

訂
年
加
月
詔
日
、
第
一
回
全
国
大
会
（
名
古

屋
・
伏
見
荘
、
卿
名
）

調
年
５
月
３
日
、
詰
パ
ラ
百
号
記
念
全
国
大

会
（
同
、
帥
名
）

佃
年
５
月
９
日
、
第
三
回
全
国
大
会
（
東
京

・
七
条
兼
三
邸
、
卯
名
）
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如
年
、
月
加
日
名
古
屋
大
会
（
恵
比
須
寮
編
集
長
を
中
心
に
名
古
屋
郵
政
会
館
で
開
か

師
名
）
れ
た
。
実
に
認
年
ぶ
り
の
こ
と
と
て
、
全
国

虹
年
５
月
１
日
、
第
四
回
全
国
大
会
（
東
京
各
地
か
ら
別
名
も
の
会
員
が
集
ま
っ
た
の
で

・
日
本
女
子
会
館
、
弱
名
）
あ
る
。
翌
平
成
２
年
５
月
３
日
に
は
、
相
次

虹
年
ｎ
月
９
日
、
関
西
大
会
（
神
戸
・
金
平
い
で
物
故
さ
れ
た
黒
川
一
郎
・
七
条
兼
三
両

調
名
）
氏
の
追
悼
を
兼
ね
て
、
第
六
回
全
国
大
会
が

東
京
の
将
棋
会
館
で
行
わ
れ
、
全
国
か
ら
百

二
、
お
年
ぶ
り
の
全
国
大
会

十
一
名
も
の
大
盛
会
と
な
っ
た
。

と
こ
ろ
が
、
そ
の
後
、
大
会
は
ぶ
つ
つ
り
こ
の
席
上
、
鶴
田
主
幹
亡
き
あ
と
、
と
も

と
跡
絶
え
て
し
ま
っ
た
。
ど
う
い
う
訳
か
、
す
れ
ば
有
名
無
実
に
な
っ
て
い
た
全
詰
連
の

妬
年
５
月
号
か
ら
は
詰
バ
ラ
に
も
「
全
詰
連
今
後
の
あ
り
方
に
つ
い
て
問
題
提
起
が
な
さ

機
関
誌
」
の
表
示
が
消
え
て
し
ま
っ
た
。
れ
、
会
則
の
見
直
し
と
組
織
体
制
の
整
備
を

ま
た
、
妬
年
７
月
に
西
村
英
二
氏
が
、
妃
一
年
か
け
て
行
う
こ
と
が
合
意
さ
れ
た
の
で

年
６
月
に
小
林
豊
氏
が
亡
く
な
っ
て
、
関
西
あ
る
。

惹
郷
唾
押
耐
鶴
権
帳
溶
銅
凍
蓉
癖
表
率
樗
釧
、
三
、
新
体
制
で
再
出
発

見
る
べ
き
活
動
は
行
な
わ
れ
て
い
な
い
。
代
平
成
３
年
５
月
４
日
の
第
七
回
全
国
大
会

っ
て
（
？
）
、
熱
心
家
を
中
心
に
し
た
サ
ー
の
前
夜
、
会
場
の
大
阪
市
北
区
の
山
西
福
祉

ク
ル
活
動
が
全
国
各
地
で
地
道
な
活
動
を
続
記
念
会
館
で
、
初
め
て
の
幹
事
会
が
開
か
れ

け
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
た
。
幹
事
は
柳
原
編
集
長
自
身
と
、
関
東
地

時
は
移
り
、
平
成
元
年
５
月
５
日
、
詰
パ
区
の
門
脇
芳
雄
・
森
田
正
司
・
柳
田
明
・
角

ラ
四
百
号
記
念
の
全
国
大
会
が
柳
原
裕
司
新
建
逸
、
中
京
地
区
の
清
水
一
男
・
関
半
治
．

（
酒
井
勇
彦
氏
膳
欠
席
）
関
西
地
区
の
岡
田

敏
・
宇
佐
見
正
・
明
石
六
郎
・
水
上
仁
の
哩

名
。
い
ず
れ
も
柳
原
編
集
長
に
乞
わ
れ
て
幹

事
を
引
き
受
け
た
人
ば
か
り
で
あ
る
。

こ
の
席
で
、
新
し
い
体
制
に
即
応
す
る
よ

う
に
会
則
が
練
り
直
さ
れ
、
続
い
て
幹
事
の

互
選
に
よ
り
会
長
に
岡
田
敏
氏
、
副
会
長
に

門
脇
氏
、
会
計
に
柳
原
氏
が
決
ま
っ
た
。
な

お
、
会
計
監
査
は
安
平
昭
二
氏
に
お
願
い
し

た
。
こ
れ
ら
は
す
べ
て
、
翌
日
の
大
会
（
Ｉ

総
会
）
で
報
告
さ
れ
、
満
場
の
拍
手
で
承
認

さ
れ
た
の
で
あ
る
。

ま
た
、
全
詰
連
と
し
て
当
面
の
二
大
事
業

で
あ
る
看
寿
賞
選
考
と
段
級
位
認
定
を
軌
道

に
乗
せ
る
た
め
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
委
員
会
を

設
け
て
推
進
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
前
者
を

担
当
す
る
委
員
は
、
門
脇
・
森
田
・
酒
井
・

柳
田
・
角
の
５
名
。
後
者
の
委
員
は
岡
田
・

宇
佐
見
・
清
水
・
関
・
明
石
・
水
上
の
６
名

で
あ
る
。

な
お
、
新
し
い
会
則
（
別
稿
参
照
）
を
討

議
し
た
際
、
看
寿
賞
に
関
し
て
何
人
か
の
幹
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事
か
ら
｜
ど
の
機
会
に
本
来
の
全
誌
対
象
③
新
聞
・
雑
誌
へ
の
作
品
斡
旋
手
数
料
げ
、
頓

に
戻
す
べ
き
で
あ
る
」
と
の
意
見
が
出
さ
れ
な
ど
が
あ
る
が
、
こ
れ
ら
を
幹
事
会
で
検
③
詰
煙

た
が
、
こ
れ
は
今
後
の
検
討
事
項
と
し
て
残
討
し
、
遂
次
、
実
施
し
て
い
く
予
定
で
あ
る
。
一
般
斜

き
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
つ
い
て
は
、
こ
れ
ら
（
財
源
問
題
や
看
寿
賞
と
弘

の
あ
り
方
）
に
関
し
て
、
会
員
諸
氏
の
ご
意
う
や
〆

四
、
こ
れ
か
ら
の
問
題

見
を
詰
パ
ラ
の
読
者
サ
ロ
ン
欄
に
ど
し
ど
し
を
目
酌

以
上
の
経
緯
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、
全
寄
せ
て
頂
き
た
い
。
う
な
雨

詰
連
と
詰
パ
ラ
は
車
の
両
輪
で
あ
る
。
鶴
田
改
め
て
言
う
と
、
全
詰
連
の
役
割
は
、
次
き
わ
品

主
幹
が
健
在
の
と
き
は
、
同
氏
が
心
棒
に
な
の
三
点
に
要
約
さ
れ
る
。
氏
の
執

っ
て
双
方
を
一
つ
の
も
の
の
如
く
動
か
し
て
①
詰
パ
ラ
の
発
行
を
支
援
し
、
そ
の
法
燈
を
ご
協
市

来
ら
れ
た
が
、
若
い
柳
原
編
集
長
と
し
て
は
永
遠
に
絶
や
さ
な
い
こ
と
る
全
華

「
誌
バ
ラ
の
発
行
で
精
一
杯
な
の
で
、
全
詰
②
全
国
の
詰
将
棋
愛
好
者
の
交
流
の
輪
を
拡
も
の
予

連
は
幹
事
会
が
主
体
に
な
っ
て
運
営
し
て
欲

し
い
」
と
の
意
向
で
あ
る
。

従
っ
て
空
詰
遜
の
運
鴬
は
誌
バ
ラ
の
経
会
長
に
就
任
し
て

営
と
は
切
り
離
す
必
要
が
あ
る
。
そ
こ
で
、

岡
田
敏

早
速
、
看
寿
賞
の
賞
金
を
は
じ
め
、
全
詰
連

の
運
営
に
必
要
な
資
金
を
ど
う
調
達
す
る
か

と
い
う
こ
と
が
大
き
な
問
題
と
な
る
。
詰
将
棋
界
も
昭
和
の
黄
金
期
を
経
て
、
平
足
さ
廿

考
え
つ
く
資
金
源
と
し
て
は
、
成
時
代
に
入
り
ま
し
た
が
、
そ
の
隆
盛
ぶ
り
月
４
月

①
賛
助
会
費
（
例
え
ば
一
口
千
円
）
を
募
る
は
物
凄
く
、
昭
和
師
年
に
設
立
さ
れ
た
全
日
大
会
存

②
段
級
位
免
状
の
発
行
料
を
充
当
す
る
本
詰
将
棋
連
盟
（
略
称
Ｉ
全
詰
連
）
を
再
発
そ
Ｉ

足
さ
せ
よ
う
と
い
う
気
運
か
盛
り
上
り
５

月
４
日
に
大
阪
で
開
催
さ
れ
た
第
７
回
全
国

大
会
を
契
機
に
再
発
足
が
決
定
し
ま
し
た
。

そ
し
て
、
そ
の
時
の
幹
事
会
で
全
詰
連
の

幸
げ
蕊
親
睦
を
深
め
る
こ
と

③
詰
将
棋
を
、
日
本
固
有
の
文
化
と
し
て
、

一
般
社
会
に
正
し
く
認
識
さ
れ
る
こ
と

と
も
あ
れ
、
今
回
の
再
編
成
に
よ
り
、
よ

う
や
く
全
詰
連
の
「
形
」
が
整
っ
た
。
営
利

を
目
的
と
し
な
い
趣
味
の
世
界
で
、
こ
の
よ

う
な
団
体
を
組
織
し
、
運
営
し
て
い
く
の
は

き
わ
め
て
難
し
い
こ
と
で
あ
る
が
、
幹
事
諸

氏
の
熱
意
と
、
全
国
の
同
志
諸
兄
の
ご
理
解
、

ご
協
力
に
よ
り
、
こ
れ
か
ら
は
「
実
」
の
あ

る
全
詰
連
に
育
て
て
行
き
た
い
と
念
願
す
る

も
の
で
あ
る
。

鋒
、---ﾆｰｰｰｰﾆｰｰｰ-4
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会
長
に
選
ん
で
頂
き
ま
し
た
が
雲
こ
の
大
役

を
、
皆
様
の
ご
協
力
に
よ
り
ま
し
て
、
無
事

果
し
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

さ
て
、
で
は
、
こ
の
全
詰
連
は
ど
の
よ
う

な
も
の
で
、
今
迄
に
何
を
し
て
き
た
か
に
つ

い
て
は
、
森
田
正
司
氏
が
詳
し
く
説
明
さ
れ

る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
そ
れ
を
読

ん
で
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

今
回
再
発
足
す
る
に
あ
た
り
、
先
ず
会
則

を
練
り
直
し
、
次
に
看
寿
賞
選
考
委
員
会
と

段
級
位
認
定
委
員
会
を
設
立
し
て
問
題
点
を

討
議
し
、
現
在
の
も
の
よ
り
、
も
っ
と
合
理

的
な
も
の
に
し
て
い
こ
う
と
い
う
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

目
下
の
所
、
全
詰
連
の
最
大
の
悩
み
は
、

運
営
資
金
が
ゼ
ロ
で
、
色
々
な
事
業
計
画
の

推
進
が
実
行
出
来
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。

こ
の
件
に
つ
い
て
、
皆
様
の
お
知
恵
を
拝
借

し
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
ご
意
見
を
ど
し

ど
し
編
集
部
》
へ
お
寄
せ
下
さ
る
よ
う
に
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

ｌ
全
詰
連
会
則
Ｉ
Ｉ
ｌ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
１
１

第
一
条
（
名
称
）
本
団
体
は
、
全
日
本
詰
将

棋
連
盟
（
略
称
・
全
詰
連
）
と
称
す
る
。

第
二
条
（
目
的
）
本
連
盟
は
、
詰
将
棋
を
日

本
固
有
の
文
化
と
し
て
継
承
・
普
及
・

発
展
さ
せ
る
と
共
に
、
愛
好
者
の
交
流

と
親
睦
を
は
か
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

第
三
条
（
会
員
）
連
盟
機
関
誌
『
詰
将
棋
パ

ラ
ダ
イ
ス
』
の
定
期
購
読
者
を
も
っ
て

会
員
と
す
る
。

第
四
条
（
幹
事
）
本
連
盟
の
運
営
の
為
、
幹

事
若
干
名
を
置
く
。
幹
事
は
『
詰
将
棋

パ
ラ
ダ
イ
ス
』
編
集
長
及
び
、
会
員
の

信
任
を
受
け
た
者
と
す
る
。
編
集
長
以

外
の
幹
事
の
任
期
は
二
年
と
す
る
。
た

だ
し
、
重
任
を
妨
げ
な
い
。

第
五
条
（
会
長
）
本
連
盟
に
会
長
及
び
副
会

長
を
置
く
。
会
長
は
幹
事
の
互
選
で
決

め
る
。
会
長
は
本
連
盟
を
代
表
す
る
。

会
長
及
び
副
会
長
の
任
期
は
二
年
と
す

る
。
た
だ
し
、
重
任
を
妨
げ
な
い
。

第
六
条
（
会
計
）
本
連
盟
に
会
計
及
び
会
計

監
査
を
置
く
。

第
七
条
（
総
会
）
総
会
は
、
原
則
と
し
て
二

年
に
一
回
開
催
す
る
。

第
八
条
（
幹
事
会
）
幹
事
会
は
、
会
長
の
招

集
に
よ
り
開
催
し
、
事
業
の
推
進
な
ど

に
当
た
る
。

第
九
条
（
委
員
会
）
幹
事
会
は
、
必
要
に
応

じ
て
事
業
ご
と
に
委
員
会
を
設
け
、
委

員
を
委
嘱
す
る
。
委
員
は
、
幹
事
以
外

の
会
員
か
ら
も
選
ぶ
こ
と
が
出
来
る
。

第
十
条
（
事
業
）
本
連
盟
は
、
次
の
事
業
を

行
う
。

①
機
関
誌
「
詰
将
棋
パ
ラ
ダ
イ
ス
」
の
発

行
を
支
援
す
る
。

②
看
寿
賞
、
鶴
田
賞
を
決
定
し
授
与
す
る
。

③
詰
将
棋
段
級
位
を
認
定
す
る
。

④
詰
将
棋
書
出
版
を
支
援
す
る
。

⑤
著
作
権
の
確
立
と
保
護
を
目
指
す
。

⑥
そ
の
他
、
詰
将
棋
の
普
及
・
発
展
に
か

か
わ
る
諸
活
動
。

（
附
則
）
連
盟
本
部
は
『
詰
将
棋
パ
ラ
ダ
イ

ス
』
編
集
部
に
置
く
。


